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北海道立北方民族簿物館研究紀要第21号 Bulletin of 
the Hokkaido Museum of Northern Peoples 21:65-94 (2012) 

(研究ノート)

ユーラシアの諸言語におけるクロテンおよび関連種の呼称リスト

大 舘 大 畢*

Lists of Words for the Sable and Related Species 

in Eurasian Languages 

Satoshi D. OHDACHIネ

The sable is an important animal for fur trade in the world since the ancient 

time in Eurasia _ Therefore， it is important to review the names for the sables in 

various languages in Eurasia to investigat巴 thetransmission of words for the 

sables. In the present paper， to give basic information for the transmission and 

transformation of the words for the sable in Eurasia， words for the sable and 3 

other species of marten (Martes sp.)， weasels， and squirrels in Eurasian 

languages were investigated. 

In East Asia， the sable is called in various words _ The sable was called 

“furuki" (or fuluki) in ancient Japan (ca. 8 to 13 c.). It is called “hoinu" -like 

words in Ainu language，“dambi" with modifiers or other words in Korean， 

“bulganぺlikewords in Mongolic languages， and “segep" -like words in Tungusic 

languages， and “di瓦0" with modifiers in Chinese _ In the regions of 

central-western Eurasia where the sable is (was) distributed， the sablεis called in 

words of “bulgan"-like words in 抗ongoliclanguages， those of "kish"-like words 

in Turkic languages， "riukSe"-like words in Finno-Ugric languages， and 

“sobol''' in Russian. In Iranian languages， the sable is fundamentally called in 

“samur". The word “samur" is spread in central-western Asia and southeastern 

Europe. In northern-w巴st巴rnEurope， th巴 sableis called in “sobol"占kewords. 

In Eurasian languages， martens are sometimes called in the words related 

with squirrels. Especially， it is not巴 worthythat squirrels are called“uluki" -like 

words in Tungusic languages. 

*北海道大学低温科学研究所(Instituteof Low Temperature Science， Hokkaido University) 

キーワード クロテン、キエリテン、マツテン、ムナジロテン、リス類
Key Words Martes zibellina， Martes na~ヴgula ， Martes martes， Martesゐ，ina，Squirrel 
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1 .はじめに

クロテンMart目、zibellina (Linnaeus 1758)は、ユーラシア北部に広く分布するイタ

チ科の晴乳類であり(図 1)、その毛皮製品ないし原皮は古来より貴重品とされており

(下山 2005;西村 2003)、北方ユーラシアの歴史を考える上で重要な交易品である。日

本においても、奈良~平安時代の崩海国や東北・蝦夷を介した交易(蓑島 2005:35-48， 

2006: 76-99)および江戸時代のサンタン交易においてもクロテンは重要な交易(貫納)

品であった(高瀬 2009:81-106;佐々木 1996，2006: 12-55)。一方、物の流通・交流は、

対象物の名称、の交流・伝播にも影響する。例えば、北東アジアにおいてセイウチ

Odobenus rosmarus (Linnaeus， 1758) を表す単語は、セイウチの生息しない地域の民

族にもセイウチ牙の交易ノレートに従い意味の転化を伴いながら伝播した可能性が示唆され

ている(菊池 2003:134-138; TSUMAGARI 2010: 45-57) 0 同様にクロテンでも、生息地

以外には毛皮の物流と共に名称が伝播していった可能性もあり、カムチャッカ半島から

ヨーロッパに至るユーラシア各地における名称、を把握することは重要である。

絶滅地域

?不確実情報

一方、河本では、奈

良時代から平安時代に

かけてクロテンの皮衣

(黒詔菜、黒懇之套)

が大流行した(大舘

2011:161-177)。クロ

テンは平安時代を中心

に、 「フノレキJ と呼ば

れていた u倭名類策
室少.1 (正宗 1954)。そ

の語源については、広

辞苑(新村 1998)で

クロテンiVIarteszibel1imlの分布図。濃い部分は現在の分布。薄い部分は過

去の分布。“7"は疑問がある分布域。 OHDACI-lIet al. (2010)、HEPTNERet 
al. (2002)、及びIUCNレッドデータリスト (http://www.iucnredlist. org/; 2010/ 

9/1アクセス)に基づいて作製。 HeikkiHENTTONEN氏によればフィンランドに

は元々生怠していなかったと思われる。

は、蒙古語のbulagaま

たはダフウノレ語の

bulgaの靴で、はないかと、モンゴソレ系言語の単語起源説が提案されている。しかしそれ以

降、フノレキの語源についての研究に大きな展開はない。フノレキの語源の推定のためには、

東アジア周辺におけるクロテンおよび関連穣の網羅的リストが必要である。

また、近代のリンネ式分類学による学名の導入以前では、クロテンの近縁穫との混称の

可能性もあるので、近縁種や生態的・形態的に似ている動物の呼称も調べるべきである。

したがって、ユーラシア東南部に分布するキエリテンMartesflavigula (Boddaert， 1785)、

ヨーロッパから中国・モンゴノレに分布するムナジロテンMartesfoina (Erxle ben， 1777)、
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及び、ヨーロッパ中部から西アジアに分布する

マツテンλぬrtesmartes (Linnaeus， 1758)の

呼称も調査した。キ土リテンはクロテンと東ア

ジアで同所的に分布する(図2)。マツテンは

クロテンとはヨーロッパ・ロシアからウラノレ山

脈にかけての地域で共存している(図3)。一

方、ムナジロテンは、マツテンとは分布が重な

るがクロテンとはほとんど分布は重ならない

(図4)。さらに、日本におけるテン類の呼称を

調べるため、クロテンと系統的に近縁で

(KOEPFLI et a1. 2008)、本州以南・九州、|以

北に生息する(図 5)、ニホンテンMartes

me1ampus (Wagner， 1840)、および本土地域

においてニホンテンと同所的に生息し形態的に

主頁i以している (OHDACHIet a1. 2010)ニホ

ンイタチMuste1aitatsi (Temminck， 1844) 

(長崎県の対馬においては近縁種のシベリアイ

タチMu・sibirica(Pallas， 1773)) の現代方言

についても調べた。さらに、東アジア文化圏の

伝統的な生物分類法である本草学においては、

テン・イタチ類はリス科、ネズミ科、 トガリネ

ズミ型自とともに「鼠類」に分類される。本稿

ではこのうちでテン類と外形が似ているリス科

の名称、を、東アジアの言語を中心に調べた。

本稿では、ユーラシアの各言語簡におけるク

ロテンの名称の伝播と臼本の古語であるフルキ

の語源の推定のための基礎資料を提供すること

を目的とし、ユーラシア各地の諸言語における

北海道立北方民族博物館研究紀要第21号 (2012.3)

図2:キエワテンMaTtesflavigulaの分布関。 IUCN

レッド、データリスト (http://www. iucnredlist. org/; 

2010/10/1アクセス)、HEPTNERet al. (2002)、

SIVlITH & XIE (2008)、FRANSIS (2008)に墓づい

て作製。

関 3:?ツテンMartesmartesの分布図。MICHELL

JONES et al. (1992)、HEPTNERet al. (2002)、及び

IUCNレッドデータリスト(http://www. iucnredlist. org/; 

2010/9/1アクセス)に基づいて作製。

クロテンおよび漉称の可能性がある関連種の呼称、リストを作成する。

2. 調査法

調査対象は、以上の動物を表す現代の単語が主であるが、可能な限り古典による呼称、も

調べた。各出典はできるだけ印刷j媒体にしたが、インターネットや私信での調査結果も示

した。またテン類はその話者の居住域での大まかな生息の有無についても示した。イン
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大舘大皐 ユーラシアの諸言語におけるク口テンおよび関連穫の呼称リスト

ターネットのアクセスと私信は2010年8月 1 日 ~2011年11月初日の期間におこなった。

3. ユーラシアにおけるクロテンの呼称

3-1. B本(本土)にお けるクロテンの呼称、

Martes zibeJlinaに当たるイタチ科晴乳動物は、現代標準R本語ではクロテンと呼ばれ、

漢字では黒裂と書かれる。「懇」という漢字は『続日本紀J巻十(国史大系編修舎 196δ)

の神亀5(728)年1月17日にj勃海使が務皮を300張貢いできたことを記したものが最初の公

的記録と思われる (r続日本紀』の成立は973年)。この「務」は主にクロテンのことを示
すと考えられている ・

(蓑島 2005:35-48)。

平安時代初期の10世紀

初頭に源順(みなもと

のしたがう)が編纂し

た『倭名類衆妙.1 (正

宗 1954)において

は、「黒懇」の和名は

フノレキ(布流木)、 と

記されている。また
ムナジロテンMartesfoinaの分布図。 MICHELL-JONESet a1 

「黒詔」とは別項目に

「沼」が記載され、そ

HEPTNER et a1- (2002)、S!vlITI-I& XIE (2008)、及びIUCNレッドデータリスト
(http://www _iucnredlist.org/; 2010/9/1アクセス)に慕ついて作製。

の和名はテン(天)、

とあることから、この時代には黒詔と紹は

別種と認識されていたらしい。しかし鎌倉

中期以降になると、フノレキの実用例はなく

なり、テン類 (MartesSp.) はテンとの

み呼ばれるようになった(海保 2000:

255-268)。また、懇の音読みとしチョウ

(テウ)がある(鎌田・米山 2002)。従っ

て、鎌倉中期以降、黒詔も一般的にクロテ

ン、コクチョウと読まれるようになったよ

うである。「詔」の音読みは、呉音、漢音

〆

人為移入

? 不確実情報
0; 

関5:ニホンテンlvlartesme1ampusの分布図。黒い部分
ともにdi五o (チャオ)であり(藤東ほか は近年の人為分布。“?"は不確実な分布。 OHDACHIet 

1993)、「チョウ(テウ)J は漢語起源の読 a1 (2010)に基づいて作製。

みである。また「テン」という読みについても漢語起掠とされている(吉田 2001)0 
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3-2. E3本周辺およびシベリア諸民族のクロテンの呼称、

前述のように、公式記録上、日本に初めてクロテンの毛皮をもたらしたのは、現在の北

朝鮮、中国東北部、むシア沿海外|にまたがる地域に存在したj勃海国からの使節である。そ

の後、融海関は30回以上も使節を日本に送り、クロテンの毛皮を貢納しており、クロテン

皮の供給源として重要である(上回 2004;蓑島 2005:35-48)。従って日本の古語のフル

キは、湖海国関係の言語との関連がまず疑われる。

j勃海国の主要構成員はツングース系の鞍鞠族や高匂麗の旧支配層で、他にモンゴル系の

契丹族、漢族などからなる複合民族国家である(演悶 2000:上回 2004)0また、崩海使

の使節にはイラン系畏族のソグド人が含まれていたと考えられ(上田 2004)、さらに、定

説ではないが湖海国のクロテンを扱う商人にはソグド人が活躍したという説もある

(SHAVKUNOV 1991: 51-55;シャフクノフ 1992:93-100)。このためソグド語を始めとす

るイラン諸語も探索対象となる。また、ソグド人にはソグド語とチユノレク諸語とのパイリ

ンガノレが多数いたこと(森安 2007)から、チュノレク諸語の単語も重要な検討対象である。

さらにクロテンの毛皮は湖海国経由のみならず、北海道奥州経由でも B本にもたらされ

たと思われる(蓑島 2005:35-48)ので、当時の北海道に居住していた諜文文化人の子孫

と思われるアイヌ、およびオホーツク文化人と深い関連があるニブヒ (SATO et a1. 

2007: 618“627; SATO et a1. 2009: 171-180)の単語も重要な検討対象である。従って、

フルキの語源を調べるには、以上にあげた民族の単語を検討する必要がある。

まず大和民族と隣接する民族の呼称、である。北海道や樺太(サハリン)のアイヌは、ク

ロテンのことを一般にホイヌおよびその類似語 (hoinu類似語と仮称)で呼んでいる(表

1)。さらにはカスペキラ(しゃもじをもって逃げるものにポンチロンヌプ(小さい獣)

などの別称もある。また南千島にもクロテンは存在していたが、そこではタンネノレム(長

いネズミの意か?)と呼ばれていた。「ホイヌ」は、文献的には遅くとも江戸時代中期に

は使用されていたことが記録されている(出利葉 2002:97-163)。一方、ニブヒ語では、

樺太ではogrofとその類似語 (ogrof類似語と仮称)、アムール(沿海)地方ではlumrと呼ば

れている(表1)。

日本に近接する覇鮮半島(韓国・朝鮮語)ではテン類はdambi(ダムピ)と称される。

クロテンに対しては、韓国ではこれに「黒色のJ という形容詞が付き、 geomun-dambi

(ゴムウン・ダムビ)やhuk-dambi(フック・ダムビ)と呼ばれる(表1)。一方、北朝鮮

語では、 dambiを含まない呼称geomun-don(ゴムウン・ドン)と呼ばれている。江戸時

代の日本の本草学の集大成とも言える『重訂本草網目啓蒙.1(日本古典全集刊行曾 1928)

ではクロテンの朝鮮での名称として、 トツピないしトッどと記載されている(表1)0

次に日本に近い中国(漢語)における呼称であるが、清時代以前の古典では「黒沼」、

現代標準中国語(普通話)では「紫詔」と表し、現代の発音はそれぞれheidiおとZI

di盃oである(表1)。このように中国語(漢語)ではクロテンはヲ自」に修飾語を付加して
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langua即応roup 宙空音声記号表記。

とχtendedRoman or IP.i¥b 
ぬ charactcr

das句icChineメじ

character けるクロテンの生

息ぺ distibu川 n

of sab1es in 

n~siclential arca of 

不明

現代哲:訟中国詰 Zl diao， heI diお 紫沼、;.lJ%;~ ycs， only in 紫認が自然科学)jJ語、持者，iは主に [2，3] 

modern stanclard Northea~辻仁 hìna 古典的、文学的用法

Chinesc 

l'ベット ピルマ話チベット訴 wo ga， spu nag/bu nak 省略

17['( Tibcto.Burman Tibetan 

子プルタイ系?) 古典日本，?1H fu日 ki/fuluki フルキ

not das，:Ic Japanesel 

detemlined (Altaic) 

後二-者はr.Ilしか古文鐙jでの刑法。 [4，5]

鎌倉中期以 [6， 71 
降の吊例は無いとされる。

占典日本語 kuro.ll.'n，koku.tcu Cchou) クロテン コクチョウ f;jflJに対する読みとして r録名 [6，8，9，10] 
classj(' Japanese2 摂禁鈴jにf五J、

:こf7(Jj"-J。
コクテウ

3克代11本語 kuro.ten、koku.chou クロテン、コクチョウ yes，ω11y in lI~お L8，9J 
J-lokkaido 

不詳(アルタイ系?) 吉典朝鮮語 tOlsupi (01" t叩 pi) lツピ(トッピ) yes， only in IJ本の江戸時代に当たる [10] 

llot classIc Kor山 o

detennined (Chosun) 

(Altaic?) 

悦fg]';liSouth gcom山 dambi，huk.darl¥bi 召岳守l:lL~菩す "1

ィ、 nol
detcrmined 

不詳 not

detenninピd

Korcan 

持[卦Jii俗 ja1

South KOI"ean 

，it'iA良平;illNorth geαllUn.don 

Korean 

アイヌ;;f(北海道 hoinu/hoynu

と t~~ :1.. ::) Ainu in 
J lokkaido and 

Sakhalin 

アイヌ語(ト紛 らmu

ili東)Ainu in 
101日 chiand 

kaSll!:】ekira/J日 sipel世間/

¥inu in kaspcki悶

アイヌJ吾(北海道 pon.Clronnup
Ainu in 
アイヌ語(τ 品)

九inuIn t1w 
ケット(エニセイー yoede 

オスチャーク)語

(Y cniscian Kct (Yenisei 

Jan符uagefamily) Ostyak) 

ド詳 oot イテリメン(カ1¥ l:x加Iix;)m

determi町【i チャダル)諮

(Paleosiberian ltelmen 

(IくamuchaclaD

コリマ ユカギー nopfo(noksho) 

ル誌 Kolyma

Yuka同m
立、ンベリア:講話 ニプヒ(ギリヤー oy!of!oχnlfioχf(lb
Paleosiherian ク)話(様土東海 (og!ef! okhruf/ okhrob) 
!anguages 芹)Nivkh 

(Gil、叫)in 

じasterncoast of 

ニブヒ請けE太:Iti Ol~rof(OgroO 

海岸)Nivkh in 

ea~tcm co剖 t01 

Sakhla1In 

ニプヒ語(アムー lnmr 

ル地方)Nivkh 

in Amur rc伊00

昔

召岳吾

01)0φ 

')九，p

附 rlhcmpart， but 

noy m pre句ent

SOl1th Korea 

vcs 

ves 

ves 

yes 

vt'S 

vcs 

チュクチ~g: gejyt， kytgym l':diblT， KxlT， ]{blTrhl~1 じ，

仁hukuchi

ツング ス π苦~Ü エヴェンキ話 chipkaan ves 
ru時サハ共和民j)

70 

Evcn!、iin Sakha 

(Yakutiva) 

エヴェンキ語 scg叩 Cb，v，u/sevep/chegib C3'i3Jl!臼B3n/nY3O/ yes 

Evenki C3¥'3B/C3円φ/四 r1l6

エヴェンキ訴 nekee/naka/nike/nuke/ U'31(3/1I't!l(a!lI'ul(，>!II.YI¥:l yes 
Evenki nekoo/nekee 

エヴェンキ話 balini(one autumn). 6a.lIllHl， λ吾IlKe/tufill(eサ

E可ピnki d'ycenkyee/d'iinkyee. ilipti 1I，11lIlT， M:nmw 可a61l.l.

ゴムウンダムピ勺フックダムピ。 ;2，11，12J

geomun/hukコ黒、 d‘!ll1bi'"テン
(，¥1ri.rtc可申)前者が標準科芋JlI
五

ヂァル [13] 

ゴムウン ドン。 don=お金。 [14，15]

ホイヌ。江戸時代の和文文丹には [16， 17， 18] 
ffil犬Jとの当て字もある。

オイヌ

カス(ン)ベキラ

ポンチロンヌブ

タンネノレム

ヨーエァ

ノクショ

[16] 

[16] 

[16] 

[16] 

[19] 

'20J 

[20J 

[20，21，221 

[23] 

[23] 

[24] 

[2'1] 

[25] 

[25] 

baliniは初めての秋を迎えた個体 [251 

という5、味かつeg)eにはタノレパガ
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(for thm! year :;，Jble)， ap，ヨfp，aJua， KYlm) 
Illutomo (for male)， 

巳h日bidar.e伊e.anda. kunku 
エヴェン請(ザハ khe日en ves f24J 
JtAn[J付)Evenin 
Sakha (YakutivuJ 
エウ苧エン語2 hegpl hep/heip/heg!.'p/cp ヨ¥，l>JJ/IH1'[!/hョrョ V出 [251 
Even lJ/hヨ円n/ヨb!l
ネギダル語 segcp/scycp/c巴巴p，luju ([or C3yヨnl:ヨ]ヨIli士3911，，lY3v yes [25] 
i¥egidal big sa ble with long h日ir)
ソロン Solon segem VL'" 

ナナイ話 Nanai seepc/日立bu/sefe "日ヨIc~6y/C3<Þ3 ¥'CS 
ウチヲ語 Glchi seepc yes 
ウイJレタ(オロツ seppe/sepe C!:lflllヨ/cヨ113 vcs 
コ Uilta

満州語1 sekc ycs [5，25，26] 
)..Janchuian 

満州~~i2 lungA-，'U/l叩 gu(forrnale) ， .lyury ，1lJXY ，caxa:J 'J<l vc" [5，25，26] 
:'vIancbuian aihoiaihu/aj仙品Cfor

femalc). saklwlcha (for 

velγb]ack one) 

kJ'.!~tf .lurcbcn s昔b-k'oh 、出 5花=ロfjQ
オロチ説。roch ves 
ウデヘ Udeghe nyo IfC ves 

モンコ/v，;青(.!r モンゴノ1.-，，'81 bulga!bulgan/bulaga uy.lra/OYJlrUll yes フソレガ/ブルカン/ブル力。1mb日品は [5，28，29J 
ivlongolic :vlongoli日日 「五躍!消文鍛Jでのmlt、a

okis (for male) ，ebsikis ves 
(for female) 

「五経nlC文芸霊Jでの汗}法 [5] 

bulga (or buluga) ブルガ yes p マ守はカタカナ表記より苦者 [8J 
Da日m が類H~
ブリヤート語 bulgan 6Y:U'31! 
l:::r-..atian 

vcs プルガン l:30} 

カルムイク話 bulhan 
Kalmykian 

GY.'lhal! ァe凶 130J 

チレク訂正 サハ(ヤクート語) kiis. saarha KIlI1C. C日日poa Vどとき [24，31} 
rurkic Sakha (Yakutian) 

ショリア alba/allm日a ves r32] 
Shorian(Shor) 

古代トルコ;百03 kisb. teying ¥"es [33J 
じ以前)ancient

Turkish (before 

13c) 

チュヴァシ語 kash 
紅、uvash

パンキール語 kesh 
Bashkir 

yes [34J 

タタール品 k出h(kes) ves 
中1":トルコ語03 時 mur/semmur，bulgan no チャガタイ ト/レコ話。
14c以F毛)

拍 llmr/semmurはベルシャ語起酔;司
medieval T urkish 

ur Chagatai 
bulganはモンゴル語J~ì:原。

Ianguage (after 

現代トルコ詰(ト 品目'"' サムール。ベルシャ語起源。 [36.37J 
/レコ共fllllD

mod巴rnTurk.Ish ，-， l)j壮lj，;
現代ウイグル詰 qara bu!ghun，bulgan カラ。プルグーン。後者はf五 15.38J 
Illodern Uyghur 越前文芸霊Jでの沼法。
カザZフJtfKazakh bu!gun [39J 
ウズベク語 sobo!' [32J 
トルクメン語 同ll1UT‘sobol [32J 
TurkmC'l1 

ah!lい{fff冊を持つローマ文字を便宜的に当てはめた場合もある。 d)話者の居住地は暖弱、な点があるのであくまで参考
b) lnternational Phon(>(ie Alphabct ，)数字は付記のi抑止リストに対応
clアラ

呼ばれている。なお、中国ではクロテンは東北部(満洲地方)にしか生息しておらず、本

来のj英語匿にはクロテンは生息しない(図1)。

ツングース諸語については、エヴェンキ、エヴェン、ネギターノレ、ソロン、ナナイ、ウ

リチ、ウイル夕、瀧洲、女真の各語において、 segep、hegep、seepe、sekeなどと同源と

思われる単語で、呼ばれている(表1)。これらの単語群をsegep類似単語と仮称する。しか

し、これらの言語でも異称や地の動物との混称、でよばれる場合もある(表1)。またオロチ

語やウデへ語では上述の言語とは語源が異なると思われるnosoやnyoといった単語で呼ば

れている(表1)。
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また江戸時代後期に間宮林離は、アムール川中流のデレンで清朝の出張所(満洲仮府)

で「土民J (サンタン族またはコルデッケ族)がクロテンのことをアイヌ語と向様にホイ

ヌと呼んでいるの吾記録しており u東轄紀行』中巻) (大谷 1981)、この時期にはアムー
ノレ)11河口周辺の部族にもクロテンのことをホイヌと呼ぶ人達がいたことが分かる。ツン

グース系民族のウリチにはアイヌ人を祖先に持つという氏族が存在する(大塚 2003:ふ

16)ので、ホイヌという単語はアイヌからサンタン人へのクロテン皮の交易の結果だけで

なく、話者そのものの移動による単語の移入も考えられる。ただし、現在ではウリチを含

むアムール地方の先住民族の言語ではホイヌと関連する単語の報告はない(表1)。

モンゴ、ノレ諸語で、は東のモンゴノレ語(ハルハ語)から西のカノレムイク語まで、クロテンは

bulgan (ブルガン)とその類似語 (bt均an類似語と仮称)で呼ばれるが、メスやオスに対

しては別の呼称がある(表1)。また、モンゴル諸語の分布域はほぼクロテンの生息域と

なっている(図1)。

チュノレク諸語であるが、チユノレク系民族はユーラシア大陸に広く分布し、他の言語から

の借用語が多い(小松 2000)ので注意が必要で、ある。チュノレク系民族の分布の東端であ

るサハ(ヤクート)諾ではkiisやsaarbaと呼ばれる(表1)。またシベリアのショリア語で

もal切などとサハ語のsaarbaと類似した呼称をしている。このほか西進した一派のチュパ

シ語、パシキール語、タターノレ語や13世紀以前の古代トルコ語では、サハ語のkiisと同源

と思われるkishやkash、keshなどと呼ばれている (kish類似語と仮称)。一方、モンゴ/レ

系民族と深く接触した地域の部族(中世トルコ語や現代ウイグ、ル語、カザフ語、 トノレクメ

ン語)で、はbulgan類似語に、またベノレシャ語の影響を受けた部族(中世トルコ語、 トルク

メン語、現代トルコ語など) (坂本 1996;小松 2000)で、はsemmurあるいはsamurに、そ

してロシア語の影響の強いウズベク語で、はsobol' (co6oJII，)が用いられている(表1)。中

世トルコ語のsemmurと現代トノレコ語のsamurはベノレシャ語から、中世トノレコ語のbulgan

はモンゴノレ語からの借用語とされている (Zenker1979;竹内 1996)。このように外来語

起源とされるsamurやbulgan類似語を用いている地域は、クロテンが全く生息しないか、

限定された地域に生息しているだけである(図1)。一方、 kish類似語を使用している地域

は、クロテンの生，患地と重なる傾向にある o

以上の他の言語であるが、イラン諸語のソグド諾では今のところクロテンを表す単語は

見つかっていない(吉田豊私信)。また、東アジアで優勢な文化圏の一つにチベット文化

圏がある。モンゴノレ語圏を除くこの文化障にはクロテンは分布していないが(図1)、その

毛皮は交易品として重要であったと患われる o クロテンは現代チベット語で、はwoga、清

代のチベット語ではspunagないしbunak と呼ばれていた(表1) 。また、 11~13世紀に東

アジアの内陸部で優勢であったチベット系タングート族の西夏語には今のところクロテン

に相当する単語は見つかっていない(荒川慎太郎私信)。この他、クロテンが生息する北

東シベリアやカムチャッカのケット語、コリマ・ユカギーノレ語、イテリメン語、チュクチ
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語で、はそれぞれ独特の呼称、を持っている(表1)。

3-3. フィン・ウゴル諸語でのクロテンの呼称

フィン・ウゴル諸語はウラノレ山sm屑辺から、フィンランド、ラップランド(フェノ・ス
カンジア北部、コラ半島)、エストニアやハンガリーまで分布する。クロテンの生息域に

分布するボチャーク語やコミ語ではnlZ類似諾(仮称、)で呼ばれている(表2)。一方、

フィンランド語やサーミ語、ハンガリ一語ではsobol類似語で呼ばれている。フィンラン

ド、語ではsobol類似語のsoopeli(ソーベリ)の他にフィン・ウゴ、/レ語起源のnokin泌泌(ノ

キナータ)も使用されるが、一般に普及した呼称ではない(水本秀明私信)。フィンラン

ド語のn出taは本来マツテンを表す単語である(表5)。イナリ・サーミ語ではごく最近に

フィンランド語から借用した語を用いているが(表5)、それ以前は該当単語がなかった

(Ilmari MA TTUS私信)。

ところでフィンランド語やサーミ諸諾では、以上のように、基本的に外来語起源と思わ

れる単語を用いておりフィン・ウゴノレ語起源の単語の古い記録がないことから、クロテン

はフィンランドより絶滅したのではなく、元々分布していなかったという説が現在、有力

視されている (HeikkiHENTTONEN;J'.L需)。

3-4. 西アジア・南アジアにおけるクロテンの呼称

イラン諸語の単語であるが、クロテンを示す現時点で一番古い単語の記録は3~7世紀の

ササーン朝ベノレシャの公用語のパフラヴィ一語(中世ベノレ、ンャ語)のslmδr(スィモーノレ)

である(表2)。そして、 10世紀のペノレシヤの詩人ルーダキーの近世ペノレシャ語の詩に

samur サムーノレ)の用例があるので(守)I[知子私信)、遅くともこの頃までにはsamur

と呼ばれるようになった。そして現代ベルシャ語やタジク語でもsamurやsamurと呼ばれ

ている。

西アジア、アナトリア、南アジアにはクロテンは生息しない(図1)0 イラン諸語以外で

は、 トルコ語およびアラビア語(表2) でもクロテンは近世~現代ペル、ンャ語と同じく

samur (ないしsammur、サンムール)と呼ばれている。一方、インドの公用語のヒン

ディー語で、はsebalという単語が用いられている(表2)。

3-5. ヨー口ッパにおけるクロテンの呼称、

ヨーロッパにおいてはヨーロツパ・ロシアの東部が確実なクロテンの生息地である(図

1)。ロシア語ではクロテンはsobo!' (co6o品、ソーパリ)と呼ばれている(表2)0 sobol' 

と同源と思われる単語はクロテンが生息しない地域の他のスラブ諸語でも使用されている

(sobol類似語と仮称)。ところがスラブ諸語やノ〈ノレト諸語ではクロテンを表す単語はsobol

類似語の他にkuna，caur切ないし類似の単語 (kuna類似語と仮称)が用いられるか、
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language group 

表2 ユーラシア中央西部におけるクロテンの名称。出典リストは付記に示す。 Wordsfor the sable in western Eurasia. 
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北サーミ話 無L-non 

northern Saami 

(Lapps) 

スコルトサミ zoo'bbe!

語 SkoltSaami 

(Laplぉ)

フィンランド~ä soopeli， nokinaaui (古I~は
日n口ish(SuomI) no!s) 

エストニア話 不明 unknown

Estωll<1n 

ボチヤク;If ni.i 
Votvak 

コミ百n-Komi niえ

ボグル(マンン)話 不明 unknown

Vo郁l!(Munsi)
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ンヤール)語
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印泌〈長万語 lndo
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イラン，ta派 Iranian 中世ベノレンア話 simor 
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Slavic 
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Ukrainian 
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West Slavic PoJish 
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Slovakian 

市スラプ群 ブルガリア語 samur， sobo! 

South Slavic Bulgar:ian 

セノレピアークロア samur 
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ッes テン(Alartes叩) 般を示す単話 [40J 

はnukse

extinct(フ) 2001:\手:こ li日akki 九'lattus;O~フィン ['11] 
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下百ゲルマン品群 ドイツ Gennatl Zobel 

¥Vest Gcmmnic 

オランダ D¥1('h 同 behn注目cnna口fixsablc守

中世英Jfunedicval martryn 
九尽alえe

m吋 sab!e
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Italic medieval Latin 

イタリア;ialtarian zibellino 
古フランス，;{fold martre sablc 

Fre幻ch

フランス払今 French zibeline 
スベイン llli1f凶 cibピlina

Spanish 

カタルーニヤ話 marta gibelina 

Catalan 
ボルトガル語 zibe!ina 

ブル lン s，町e凶"同世ebeli益lin山山o山】】tビ2

a叫)チユルク語、モンゴル語、イラン語系については去l)多照

b)アラビア語では全て独立系の文字

00 

00 

00 

00 

ロ0

no 

00 

ツォーへノレ。男性名，，'L ロシア語 [69.70J 
起訴。

過性(男性)名，"1 ，7lJ 
dフランス or..のma抗日日ble :i2J 
起訴

セーブル [i3，74] 

文語。前者はイタリア語読者は [74J 

主フランス語起獄。ツィベリノ。

男性名活。 [75J

[72J 

γ プリン。女性名詞。 [76，77]
マルターンヘリヲ。女性名詞 [78J

山 lrta=テン、 cibelina=，?Jい。

[79J 

主役名品 [80] 

c)話者の居住地は経味な点があるのであくまで参考

J)数字は付記のtl1典ワストに対応

sobol類似語と組み合わされて呼称される場合がある(表2)。

北部・西部ヨーロッパにはクロテンは生息しないが、それを表す単語としてsobol類似

語が広く用いられている。例えば、 ドイツ諾にはクロテンの毛皮交易とともにスラブ語

(具体的言語は不明)経由でsobol類似語が入り、 Zobel(ツォーベノレ)と転詑したらしい

(DROSDOWSKI 1989)。この他に、スウェーデン語ではsobel、英語ではsable(セーブ

ノレ)、フランス語で、はzibeline(ジプリン)などと北・西ヨーロッパで、はsobol類似語が卓

越している(表2)。英語のsableは、 14世紀の中期フランス語の紋章学における黒色(本

来はクロテンの意)を意味するsable由来とされている(小西・南出 2001)。

この他の活ヨーロッパにおけるクロテンを表す単語は、 sobol類似語の単語にオラン夕、

語で、はmarter、スペイン語で、はmartaなどの単語 (marten類似語と仮称)を組み合わせて

呼ばれるケースも見られる(表2)。またヨーロッパの言語でも、オスマン・トルコの支配

域であった南スラブ地域やコーカサス地方では、クロテンはトノレコ語と同じくsamurと呼

ばれることが多い(表2)。

以上のようにクロテンを示す単語は、クロテンがほとんど分布しないヨーロッパでは、

北方では主にsobol類似語、南東で、はsamurが卓越している。

4. クロテンの近縁種および類似種の呼称と混称

4-1. 本土地域におけるニホンテンとイタチの呼称と混称

3-1節で述べたように、クロテンもしくはニホンテンを表す日本語のフノレキ、テン、

チョウはいずれもが外来語起源と考えられている。つまり日本語には古典から現代に至る

まで、テン類に対する明らかな「ヤマト言葉」が見つからない。一方、本州、四園、九

州、対馬にはニホンテン(対馬ではツシマテンMa.me1anpus tu印 515という亜種)とい

うクロテンの近縁種が生息しており (OHDACHIet a1. 2010)、奈良・平安時代の日本
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人にもテン類の存在は認識されていたはずである。従って、テン類に対するヤマト言葉が

ないことは不自然である o この理由として二つの説が考えられる(二律背反ではない)0 

(1)もともとニポンテンに対応するヤマト言葉があったが、遅くとも10世紀初頭に外来

語起源の「テンJ に置き換わった。(2 )ニホンテンと問所的かっ普遍的に生息し、生

態・形態的に類似しているニホンイタチ(対馬においてはシベリアイタチ)と混称されて

いた。

本土地域におけるニホンテンとニホンイタチ(対馬においてはシベリアイタチ)の混称

の確認のために、本州以南・九州以北(つまり自然分布域)におけるこれら2穣に対する

現代方言について、白井の方言集(白井 2000-2005)から抜粋した(対馬においては伊津

雅子氏の私信) (表3)0

その結果、ニホンテンのことを「イタチ」の関連語で呼ぶケースは、栃木県のキイタ

チ、淡路島のミヤイタチ、岡山県のコンコンイタチ、テンコロイタチが確認できた(表

3)。反対にニホンイタチのことを「テン」およびその関連語で呼ぶケースも少なからず見

られた(例えば長野県や静爵県のテンコゾ一、富山県のテントパ、兵庫県のテンなど)。

新潟・富山・長野・石川県周辺では、ズットおよびその関連語がニホンテンとニホンイ

タチの両方を表す伊jが頻繁に確認できた(表3)。一方、富山・石川県と近畿、四国ではト

パ、トマおよびその関連語がニホンテンとニホンイタチの混称名となっている場合が多い。

ニホンイタチの代わりにシベリアイタチが分布する対馬では、シベリアイタチのことを

イタチ、ニホンテン(亜種ツシマテン)のことをワタボウシなどと呼ぶ(表3)。ワタボウ

シはツシマテンの冬毛の白い頭部の色からこのように呼ばれているものであろう。この呼

称は冬だけでなく、夏毛の個体に対しても使用されている(伊津雅子私信)。

以上のように、現代日本語方言では、多くの地域でニホンテンとニホンイタチが混称さ

れることが示された。

また、 17世紀末刊行の『本朝食鑑j(-j--ー鼠) (正宗 1933)の「髄鼠J (伊太知、イタ

チ)の説明は、「俗号天、源}I頭訓沼、称天者未詳、或白老髄也」との説明があり、江戸時

代中期には「髄鼠J (イタチ)のことを俗称として「テン」と呼んでいることがわかる。

そして、 f本朝食鑑jの著者の人見必大は、平安時代に源}I闘が『倭名類策室少jで「融鼠」

ではなく「詔」のことを「テン」と読ませていることに疑問を呈している。一方、『倭名

類緊銀、Jでは、「鎚鼠の和名はイタチ(以太知)J と説明していることから、「イタチ」の

呼称、自体は遅くとも平安時代初期には存在していた。

時代を鎌倉時代まで逝って、テン/イタチ混称の傍証例として、 13世紀成立の f源平盛

衰記j(近藤 1901-02)の「依行家謀叛木曾上務事」の節の次の記述がある。
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十郎蔵人殻こそ髄のなき障の詔誇りとかやの様に、践のきり人して院宣を給り、木曾

殿を諒奉ベき、英関候へと申下したりければ、木曾大に驚て平家を打捨て、夜を日に

継で馳上る。
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表3 テンとイタチに対する現代日本語の方言.Modern Japanese dialects for martens and weasels. 

都道府県 ニホンテン MaIτesmelampus イタチ Mustelaitatsi or M. 日birica

~~ー タサェツコ(+和田市)、テンカラ 記栽無し

経手県

秋田県
1117杉L県

宮城県

福島県

茨木県

十I百オ三L県

群馬県
J奇三玉県

千葉県

東京都

神奈川県
新潟県

山梨県

長野県

古争i湖L干L

愛知県

(津総南部)

テン(遠野市)、キンテン(岩手郡、 イダヂ(下部伊君↑1)、イダンヂィ(和賀郡)、

気仙郡)、テンガエ(県北)、テンゴ エダヅ(県内各地上オカノカミ(県南)
ロー(和賀郡、下閉伊君。、テンパ
(和賀郡)、テンマノレ(岩手郡)、 ミ

ヤマテン(二戸郡)
テン(由利郡)
記z段無し

記載無し

キチコテン(各地)、テデボー(会
津若絵市)、テン(岩瀬郡)、テンポ、

(各地、阪白河郡マタギ言葉)、テ
ンボー(会津地方)、テンポー(会
津地方、裏手多方市、河沼郡、大沼
郡、耳目麻君1¥)、ハヤ(西白河君[¥マタ
ギ言葉)、ヒテン(各地)

ヤイジー(各地)

キイタチ(各地)、テンポ(各地)

テンマノレ(各地)、ハヤ(各地)
テン(各地)、テンマノレ(各地)、ホ
ンテン(各地)
テン(各地)

テンマノレ(西多摩郡)
テンマノレ(津久井郡)
スステン(全域，夏毛に*，Jしてに
キテン(全域，冬毛に対して)

記載無し
ズット(大岡I市、北安曇郡、土:水内
部)、テンコゾー(上水内郡、北佐

久郡)

記載無し

記載無し

イタンジ(全域)、イダンジ(由利君。
イタヂ(庄内地方)、イダヂ(庄内地方)、イ
タヂ(商問)11郡)、イダヅ(去をよ郡)、エダヂ
(酋田)11君日)、エダツ(各地) (以上はイタチ

類として記載)
平すヂ才一τotJ毛郡)、イダヅ(角間市)、オカ
ノカミ(多賀城市) (以ーとはイタチ類として

記載)
イタヂ(南会津郡)、エダヂ(し、わき市)

イタチッコ(下妻市)、イタチメ(水戸市)、
イダヂメ(水戸市、北部各地)、エダヂ(淡
城郡)、ハナクロ(各地)、ハナグロ(久慈
郡、東茨城郡、那珂郡)、ハナクロイタチ

(水戸市)、ハナグロイタチ(水戸市、真塁主
君f¥)、ハナグロイダヂ(各地上ハナグロメ
(多賀郡)、ハナジロ(多賀郡)、ハナックロ

イタチ(岩井市、猿島郡)、ハジガネイタチ
(猿島君官)、フト(猿島君1¥)
イダチ(那須郡)、エタチ(下都賀郡)、ハナ
グロ(各地)

ツーキリ(各地)、ミチキリ(各地)
イタチ(各地)

イタチ(君津市、安房君巨)、イダヂ(海上郡、

山武郡)、イダヅ(山武郡)、エタチ(千葉
市、市原市)、エタヂ(山武郡)、エタチ(市
原市)、エダヂ(印権郡)、エタツ (111武君11)、
エダヅ(山武郡)、カワネズミ(海上郡)、
キッキ(君津市、君津郡)、チーチ(殺津市、
君津郡)

イタツ(各地、村上市、新発知子11、豊栄市、
岩総君匹、北蒲原郡、東浦原郡)、カワイタチ
(各地)、ズイ(各地)、ズイト(各地)、
ズット(各地)、ヅイト(各地)
イタチ(各地)
エタチ(各地)、ゴットー(下伊那郡)、ズッ

ト (大l町市、北安曇郡)、ズットー(;jヒ安さき
郡)、ゾット(北安曇郡)、ゾットー(北安曇
君。、テンコゾー(佐久市)
イグラ(遠江地方)、イタ(各地)、イタチ

(各地)、ガッチ(引佐郡)、チャキ(小笠
君五)、テンコ(浜名郡)、テンコゾー(田方
郡)、テンコチョ(浜松市、湖西市)、 トマス
(賀茂郡)、へッピリ(沼津市、榛原郡)

イグラ(北設楽君~)、イグラモチ(北設楽
部)、イタイチ(知多郡)、オサコ(各地)、

キチキチ(名古一度市)、クダイタチ(名古屋
市、メスに対して)
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川

岸

田

町

卒

玄

岐

三

'畠i1H'1~

石川県

福井県

滋賀県

;京者f\ !i~

大阪府

奈良県

手口百武IUY県
兵原糸

香川県

も恋宮ρ~

愛媛県
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キテン(大垣市、イ二被君|目)、テン

(各I也)、テンテコ(飛騨地方)
キテン(員弁郡)、チョボ(鈴鹿君15)

ズット CI、新}llflM、スットコ(下
新川君1¥)、テン(来高電波郡上テント
パ(栃波郡、高岡市、小矢部市、新

湊市)、テントワ(お岡市)、 トパ

(高間前)、 トパス(新湊市)、 トワ

(高岡市)、ムズナ(各地)、モジ

(各地)

テントパ(石川郡¥)

オトパ(坂井郡)、テンキチ(各

地)、テントパ(坂弁郡)
キテン(全域)、テンコチ(彦根市、

神崎郡、愛知郡)

テン(各地)

キテン(各i也)、コテンコ(各地)、
テン(堺市)、テンカ(各i也)、 トマ
コ(各地)

テン(吉野郡)

ギス(各地)
ミヤイタチ(淡路烏)

テン(各地)、 トマコ(各地)

記載無し
オサコ(温泉君下)、 トマ(周桑君日)、

トマサコ(新版郡)、ムジナテン

(北宇和郡)

イタチ(各地)、イダチ(安八郡、羽島郡)、

ドイタチ(大垣市、不破郡)、 トパ(飛騨池

方)、 トパス(飛騨地方)、へコキ(正和良市、

揖斐郡)
イタチ(全域)、イッタチ(と聖子市、名張市、

鳥羽子打、何111君[¥、名賀郡、一志郡、 i材牟主主
君1¥)
イタチ(富山市、婦負君[¥)、イタチトパ(栃

波市、栃波郡、東縦波君1¥)、イタツ(下新川
郡、身jノk君1¥)、イテヤチ(各地)、エタツ(下
新川君[¥)、ジット(富山市、魚津市、下新川

郡、黒部地方、魚津市)、ズットコ(下新川

郡)、テントー(各地)、テントパ(栃波君[¥、

新湊市、高岡市、身、t水都、西J務波郡、来機波
郡)、テントワ ci烏岡市)、 ドス(上新川君事)、
トパ(各地)、 トハス(中新川君~)、 トパス
(各地)、 トワ(富山市、高岡市)、 トワス

(富山市、下新}I[郡)、 トンパ(各土也)、パス

(宗山市、上新川君。、 トパス(婦負郡;オ

スに対して)、 ミズイタチ(下新川郡，メス

に対して)

イタチトパ(各i也)、オトパ(各地)、キチキ
チトパ(江沼郡)、ズツコ(各地)、ズット

(珠洲郡)、テントパ(河北郡)、 トパ(各

土i担)

エタチ()'1主主君[Il、 トパ(各i也)、 トマス (若
狭地方、大飯郡)

イッタチ(守ILi子11、務金三郡、愛知郡)、カオ

ミセ(蒲生君日)、テンコチ(彦根市、愛知郡、

蒲生郡、犬上郡、神11{奇郡)

イッタチ(各地)、キチキチネズミ(各地)、

ケチ(丹波地方、京都市、他各地)、 トマス

(丹波地方、京都市、他各地)

アカウマ(豊能郡)、イサコ(各地)、イタツ

リ(西部)、イッタチ(各地)、オニイタチ

(各地)、カイコキツネ(各地)、キチキチネ

ズミ(北部)、コトコト(各地)、サンタチ

(南湾内郡)、スイザノレ(各地)、チカメ(各

士也)、 トマイッタチ(各Jj也)、 トマコ(各地上

トンパ(各地)、 ヒチビシャ(各地)、 ミゾイ

タチ(各地)

イッタチ(御所市、宇陀郡、吉野郡、添 l一
部)、キチキチ(生駒郡)、マンク(磯城郡、

高市郡)

イッタチ(各地)

イタチ(淡路島、氷上君[¥)、イタッツァン

(淡路島)、カマス(氷上郡)、カントクサン

(佐用君。、キッチ(氷上郡)、ケチ(氷上

郡)、ツーキリ(各地)、テン(姫路市、飾麿

部、氷!こ君[Il、 トココ(淡路島)、 トマ(但馬

地方)、 トマス(俄潟地方、丹波地方)、 ミチ

キリ(各地)
イタチ(各地)、イッタチ(各地)、エタチ

(東部、三豊君~)、エッタチ(西部、与島、
粟島、主主出市、苦手通寺市、鋭音寺市、綾歌

郡、三豊郡、仲多度郡)、 トマ(三三豊君¥)、 ト

マコ(東部、各土也)、 トマサコ(綾歌郡)、 ト

マス(綾歌郡)、ヒガン(各地)

トマコ(各地)、ヒガン(各地)

イタチ(大三島、西条市、新局浜市、新居浜

郡)、エッタチ(各地)、オサコ(各地)、サ

コ(各地)、 トマ(と浮穴郡、北宇和郡)、 ヒ

ガン(各地)、ヤブイタチ(大洲市;メスに対

して)



高知県

府Ulllj!j毛

JL:sJ9県

，~耳元P共
島根県

iLl口l弘

福岡県

佼賀県

長崎県(対馬以外)

長崎県・対馬

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

トマコ(各地)

キーテン(北部)、キーテンコ(北

部)、コンコンイタチ(阿哲郡¥)、テ

ン(各地)、テンコ(阿哲君。、テン

コイタチ(阿哲郡)、テンコー(阿

哲郡)、テンゴー(韮山高原、真庭

部)、テンコ口イタチ(岡山市)、 ド
ロテン(阿哲郡)

キンテン(豊田君[¥)、テンゴー(庄

原市、 申立文君匹、比婆君[¥)、 トロテン

(賀茂郡)、 ドロテン(御調郡、世

羅郡、豊田君[n、ヒテン(世羅郡、
設問君(5)

テンカ(各地)、デンカー(冬地)、

テンガメ (酋伯郡、 日聖子君f，)、テン

ギァー(各士協)、テンゴー(各地)

キクテン(各地)、キテンガ(各

地上テンカ(各地)、テンガ(各
地)、テング(各i也)、テンゴ(飯石
郡〉、テンゴー(各地)、 トマス(各

地)、メパオシキ(各地)

テンク(柳井市)、テンクロー(柳
井rI1)

キンテン(各地)、ヒワ(各地)
記載無し
テン(長崎市)

ワタボウシ、ワタボウシカブリ (イタ

津雅子私信)

記載無し

キンテン(阿蘇郡、主主北都、球磨

訪日)、シュステン(球磨郡)、テン
(球磨君(5)、テンゴロ(玉名市、玉
名君1目、菊池郡、鹿本郡)
テンクロー(各地)、メメヨシ(宮

崎市、京:1崎君日)、メメンキュ(宮崎
市、宮崎郡)

チ(肝属刻5)、チェン(各地)、チッ

ノコ(各i也)、テ(鹿児島市)、メメ
シヤ (}II辺郡)

対馬以外の方言は白井 (2000-2005)に基づく。

北海道立北方民族博物舘研究紀要 第21サ (2012.3)

イタチ(全域)、ケトマ(高知市、土佐市、
委主主君官、土佐郡、幡多郡)、 トマ(土佐市、

南霞1'1子、香美郡、[自'il苅都、長問君[n、 トマコ
(沖ノ島、室戸市、土佐清水市、香美郡、高

岡郡、幡多郡)、ヒガン(高知市)

イターチ(と湧郡、邑久郡)、イタチ(各

地)、 ミアゲ(主主庭郡)、 ミズイタチ(阿哲

郎)、 ミヤゲ(五五山郡、主主庭郡)、ヤブイタチ
(~可1;g君(5)

ケス(広島市、安芸郡、山県郡、備後地方)、

ズイドークグリ(広島市、安泰郡)、テン
ゴー(各地)

イタツ(各地)、エタチ(各地)、エタツ(各

1也)、オトマ(八頭郡)、チーチー(鳥取$)、
ツーキリ(各地)、 トマ(各地)、ハナクロ
(倉吉市)

エタチ(出雲地方、隠岐諸島、八束郡、薮川

郡)、ケチ(鹿足郡、美濃郡)、 トマ(鹿足

郡，メスに対して)、 トマス(鹿足郡，メス
に対して)

テン(長島)、 トマス(宇部市、問武君f，)、 ト
マス(戸渡郡;メスに完jして)

トマ(各地)

記載無し

イタチ(各地)、ユータッ(五烏列島、福江

市、南松浦郡)、ユタチ(司王戸市、北松浦

君s)、ユタッ(ヨ王島列島、南松浦郡)、コタテ
(壱l妓島)
イタチ(シベリアイタチに対して。{戸j翠雅
子、私信)

イタテ(大分市、大分郡、北海部郡)、 ミチ
キリ(大分子1，)
イタチ(三玉名郡)、 トマ (主主北君[S、球磨郡、

八代郡)、 トマキチ(球磨君日)、ユワシ(八代
君f，)

メメヨシ(都城市、北諸県君[5)。以下イタチ

類として。イタッ(小林市、都城市)、 トコ

サマ(各J也)、 トマ(小林市、関誌県郡)、 ト
マコ(各地)、 トマサコ(小林市、頭諸県郡、

東臼杵君s)、メメタン(宮崎市、宮崎郡)、メ
メヨシ(宮崎市、宮崎郡、串筒市、都城市、

東諸県郡)、メメヨシ(吉rs城市、北諸県郡，
メスに対して)、メメンキュ(宮崎市、宮崎

郡)、ユタ(都城市、北諸県君i)、ユタテ(串
関市、都城市、北諸県郡)

イタチッ(各地)、イタッ(曽於君[5)、イタッ

ゴロ(各地)、イタッジョ(阿久娘君[i)、イタ

テ(大隅地方、屋久島、曽於郡)、イタテン

(~干潟郡)、ケチロ(j ll 内市)、チノコ(各
地上テーゴイ(甑島)、テーコ、ゼ(甑烏)、

テーゴデー(甑島)、テン(jlf辺郡)、 トマ
(各地)、 トマース(甑島)、 トマス(上甑

島)、 トンマース(甑島)、 トンマス(甑島)、

ユタ(各地)、ユターチ(稜子島)、ユタチ

(種子島)、ユタチェ (}I[辺君[5)、ユタッ(各

地)、ユタテ(大問地方、国分市、枚;11崎市、
肝属郡)、ユタデー(各地)、ユタテン(曽於

郡)、メメ(滋於郡，メスに対して)、メメッ
ソ(国分市，メスに対して)
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これは r(強い)イタチ(木曾義仲)がいなければ(弱い)テン(新宮十郎行家)が威

張り出す」ということの比験的な描写である。しかし、ニホンテンはニホンイタチよりも

大きく (OHDACl王(eta1. 2010)、物理的に格闘した場合は通常はニホンテンのほうが

強いと思われる。つまり、「髄J (イタチ)が「詔J (テン)よりも強いという記述には違

和感がある。しかし、 13世紀の京都ではニホンイタチのことをヲ晶、ニホンテンのこと

を「髄j と書き表すこともあったならば、「髄のなき間の詔誇り」との表現は理解できる。

また『源平盛衰記Jの「鳥羽殿鎚の沙汰の事J にも、法皇の御所に「馳J が出没したと

の記述(五月十二日の午刻に、赤く大なる融の、何くより来り参りたり共、云々)があ

る。この記述における「髄」の身体的特徴(赤くて大きい)から、これはニホンイタチで

はなく夏毛のニホンテン(キテンといわれる色彩タイプ)を示していると思われる。ニホ

ンテンとイタチ(現在は在来種ニホンイタチは、ほぼ外来種シベリアイタチに置き換わっ

た)は現在でも京都市街地で両者がしばしば観察される ()II道武男 私信)。

以上のことから平安・鎌倉時代の京都では、現代の様準語とは逆に、大型のイタチ科動

物をイタチ、小型のものをテンと擾昧に呼び分け、両者の厳密なE訪日はしていなかったこ

とが示唆された。

以上のようにニホンテンとニホンイタチは平安時代初期から現代にかけて混称ないし混

同される傾向があり、また「読み」と漢字の対芯関係の逆転が時代、地方によって起こる

ことが示された。

4-2. アジア東部におけるキエリテンの呼称、

現代中国語(普通話)ではキエリテンは「青馳」、「黄喉詔」と書き表され、広東語では

「喜璃位雅詔J (ヒマラヤテンの意)とも呼ばれる。また、中国の明代の本草学の集大成

の『本草網目j(李 1993)の f髄鼠」の身体的特徴の説明に「状似鼠市身長尾大黄色帯

赤J (体が長く尾が大きくて黄色に赤を帯びている)とある。この身体的特徴から明代の

中国における「髄鼠」はイタチ属の動物 (Muste1asp.)ではなくキエリテンのことを示

している可能性が非常に高い。一方、清朝の漢語/満洲語/モンゴ、ノレ語/チベット語/ウ

イグノレ語の対応を表した『五韓清文鑑j(岡村ほか 1966)の用法によれば、 19世紀末期頃

まではキエリテンは「蜜鼠」と呼ばれていた。これは『五瞳清文鑑jの漢語の蜜鼠に対応

する満洲語のkharsa/harsaが、ロシア語のkunitsa(KYHHL¥a)に対応すること (lUIHL¥HYC

1975-77)により、このように同定した。もっとも現代ロシア語ではキエリテンはl王umtsa

(クーニッツァ)ではなくkharza(ハノレザ)と呼ばれており (表4)、kunitsaはテン類一

般を表す単語である。ツングース諸語の満洲語、オロチ語、ナナイ語で、はkharsaとその類

似単語 (kharsa類似単語と仮称)で呼ばれる。一方、エヴェンキ語ではkujaale、ウデへ

語ではkaiと呼ばれている(表4)。モンゴル諾ではキエリテンはsuoserと呼ばれる(表4)。

また、チュルク諸語のウイクゃル諾ではbulgan類似語が使用されている(表4)。ただし、ウ
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イグル語闘にはキエリテンは分布していない。現代のチベット語ではnasong、清朝時代

のチベット語では漢語の「蜜鼠」の直訳のsbrangbyi (ダンチ)ないしbarangjiと呼ばれ

ている(表4)。韓国語ではt吋uk-dambi(大陸務の意)、北朝鮮語ではsandal(山瀬の音写

と思われる)と呼ばれている。ベトナム語やマレー・インドネシア語では小型肉食類を表

す単語に修飾語をつけて呼ばれている(表4)。またタイ語では、キエリテンはmaa-maai

(マーマイ;木の犬の意)と呼ばれている(表4)が、このことは4-4節で、再度言及する。

4-3. マツテン/ムナジロテンの呼称

チュノレク諸語のカザフ語やチュパシ語の範囲にはマツテンが分布しているが(図3)、こ

れらの言語ではマツテンはそれぞれormansusal)八四rmansasaryenと呼ばれている(表

5)。またウイグ、ノレ語圏にはムナジロテンが生息しており(図4)、ウイグ、Jレ語ではyaqtush 

bolghunとbulgan類似語に修飾語をつけて呼ばれている(表5)。アナトリアにはクロテ

ンは分布しないが、マツテンとムナジロテンの2種が分布しており(図3、4)、現代トルコ

語ではそれぞれ、 agacsansari、kayasansariないしsansarと呼ばれている(表5)。以上、

ウイグノレ語を!徐くチュルク諸語では、マツテンとムナジロテンはsansan， sansar， 

sasaryen， susaryなどの単語 (s呂nsar類似単語と仮称)で呼ばれている。

チユノレク系民族の原住地といわれるそンゴノレ高原(譲 1976;小松 2000) にはムナジロ

テンが分布しているが(関心、現在この地域に居住している主な民族であるモンゴノレ人は

ムナジロテンのことをchuluunsuusarと呼んでいる(表5)。また、モンゴノレ語圏最東部に

生息するキエリテンはsuoserと呼ばれている(表4)。つまりモンゴル語ではクロテンは

bulganで、その他のテン類はsuusarないしsuoserと呼ばれている。

フィン・ウゴ、ノレ系民族の居住地にはマツテンとムナジロテンが分布している(図3、4)。

フィン・ウゴ、ノレ諸語の祖語ではテン類を含む小中型肉食類は益ukseと呼ばれていたと推定

されている(小泉 1991)。現代のフィン・ウゴル諸語では、マツテンとムナジロテンは、

neeti、na瓦ta、nugls、nyusztなどの加kseを推定祖形 (11、泉 1991) とする単語(込山記類

似諾と仮称、)及びそれに修飾語をつけた単語で呼ばれている(表5)。ボチャーク語やコミ

語のクロテンを示すDlZ類似語(表2) もnukseから派生した単語である(小泉 1991)。例

外はマツテンを表すエルジャ諾のchinyemyeである。

イランにはマツテンやムナジロテンが分布しており(図3、4)、ペルシャ語ではそれぞ

れsamur-ejangali (森のクロテン)、 sam己r-esangl 石のクロテン)/ samur-e kuhi (山

のクロテン)と呼ばれている(表的。またイタチ科のカワウソLutralutra (Linnaeus， 

1758) もsamur-eabi (水のクロテン)と呼ばれる(他にshang-eとも呼ばれる)。つまり

これらテン類やカワウソは、現在クロテンを表すsamurに修飾語をつけて呼ばれている。

一方、ベノレシャの地にクロテンは生息していない(図1)。つまり samむという単語は他の

動物の呼称、から転換した可能性がある。
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表4 キエリテンの分布域における名称 Wordsfor the yellow-throated marten in i臼 range

訴群、 i語系等 言語 language 拡~，長ローマ字表記a 原著表記b 封i!考 note 出典Csourcc 

language group extended Roman character original character 

ンナ認派 Sinitic 現代襟4註ド倒語 qing you， huang hou diao =~fla車， Z者自民貌
m凹-Iemstandard 

背腿が標準学術m誇 [3，82] 

Chinese 

中間活(181世紀後

半)stanclard 

Cbinese in late 

mi shu. 

明代i主ita youshu(フ)

(Chinese in the 

Dynasty) 

} Yue wong hau diiJ.， heimaala 

Chinese or ainga di邑

Cuntoncse 

チベット ピノレマ語 チベット語 nasong， sbrang byi/barang ji 

派 ribeto-Bunnan libetan 

ゾンカ諮 hachudongka， hachu ney 

Dzongkha ney， shing saam 

ポーティア~lf shungsam 

Bhol悶

ナガ;iuNaga suchuyokai 

蜜鼠 r五百豊治文鐙Jでの用法 [5] 

J畠fll(?) 本草Gi羽目 J での用法。縫実に [!] 
キエリテンとは同定はできない

が可能性は高い。

禁日控室自 1 在意5技雅翠i ヒマラヤテン [83] 

省略

sbrang=蜜、 byi=鼠し
タンチと発音。

[5，84] 

shing saamはムナジロテンも示 [85] 

ずCtreeotterという意味)
ムナジロテンとの混称 [86] 

ムナジロテンとの混称 [86] 
+:~~t not cletcrrnined タイ言fThai maa-ma制 、un1li maa=dog， maai= [87，88，89J 

オーストロアジア語 へトナム語 じ五yvang， cay Jllac，じho日

!長 Austro・Asiatic Vietnamese vang， chon mactet 

オーストロアジア語 インドネシア語 musang tenggorokan 

践 Austronesian Indonesian kuning 

マレー語 Malay mengkira， pulasan akar， 

musang tenggorokan 
ィ、詳(アノレタイ 斡国諾 South teηukφdambi， terjuk-

系?)not Korean mokdori-dambi 

detemIncd (Altaic?) 

北朝鮮詩 North sandal 

Korean 

ツングース諸語 エヴェンキ語 kujaale 

Tungusic languagcs Evenki 

ナナイ託 Nanai kharsaa/karsa 

満世tI語 kharsa/harsa 

加lanchurian

オロチ訴 Orochi khasa 

ウデヘi琵 kai 

モンコノレ諸百台 モンゴル語(18世日.loser

:Vlongolic t己)Mongol阻 η
in latc 18c 

チユノレク諸活 近代ウイグル語 (osli bulgan) 

Turkic (1 81Y:~ 己)
ruoclern Uyghur 

in latc 18c 

日i欧系語 lnclo
Europcan 

languages 

スラブ語派 Slavic ロ:ンア信託 kharza 

Russian 

インド認派 Indo ネパーノレ語 malsapra， kukhauri， mal 

九四 Nepalesc shamproo 

treea ~.出 (1990) は

川 n111をblackgiant squirrel 
RatuL'1 bicoJor 
(gigantca)のこととしている

虫丸 Duengkae 

(J998)やタイ語版Wikipediaに

よるとこのリスのタイ語名称は
wrv1n宮町"0例1
(phayaa-kraゐJk-clam)である
cayやchonが小裂の肉食類一般 [S口]
を示す
m出 ang=テン [91] 
凶 199orokan=1I接、 kuning=

iお走者はインドネシア諮からの [92] 
借用

'H寺普"I.ql号号 テリュクダンピ(大陸麹)、テ [93]
正司守"1 リュクモクトリダンピ(大陸認

巻3日)
士!~ま rUJ箆'Jのご青写と思われる [14] 

kyj品nョ

xapca/kapca 

xapCa 

kahu 

対応するロシア認はKylllllia [25J 

対応するロシア請は町田"1' [25] 

対応するロシア語はKyHlIita [5， 25J 

対応する漢語は「資鼠J

対応するロシア認はKOpCI( [25，94] 

(steppc {ox VuJ]ヮes corsac) 

もしくはKyHIIlJ，tl

ロシア語はKyl!lHl，<I [25] 

丈鑑J での用法。 [5]
対応する渓誇は「舌;鼠J

f五:m事情文鑓J での用法。 [5]
対応する淡語は f蜜鼠Jo

ウイグノレ話題には分布しない。

xap3a ロシア人の原伎地にはいない [54] 

[95J 

a)近い音価を持つローマ字を便宜的に当てはめた場合もある c)数字は付記の出典ワストに対応

b)アラピア文字系単誌は全て独立形の文字
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ヨーロッパではマツテンやムナジロテンが広く分布しているが(図3、4)、スラブ諸語、

バルト諸語、パノレカン地域、コーカサス地域ではこれら2種はkuna類似語で、呼ばれる場合

が多い(表5)。一方:古代ロシア(ノレ、ン)では、テン類の毛皮をkuna(クナ)ないL-kun

(クン)という単位(本来はテンの毛皮という意味)で数え、銀貨幣との交換単位として

使っていた(日本古代ロシア研究会 1987)。また南スラブ地域やコーカサス地方では、マ

ツテンとムナジロテンはkuna類似語単独の他に、それにzlatkaないしbyelkaなどの単語と

組み合わせて呼ばれている(表5)0

ヨーロッパ北部から西部にかけては、 marten、mard、marder、martaなどのmarten類似

語は、ゲ、ルマン諸語・イタリック諸語ともにマツテンを表す単語に使用される場合が多い

(表5)。一方、ムナジロテンはイタリック諸語ではfaina、fouineなどの単語 (foina類似語

と仮称)で呼ばれる場合が多いが、ゲノレマン諸語ではマツテン同様にmarten類似語で呼

ばれる場合が多い(表5)。

4-4. テン類と 1)ス類の混称

テンやイタチの仲間(イタチ科Musitelidae) は現代の動物分類学では食肉呂

( Carnivora)に含まれる。一方、リス科やネズミ科 (Muridae)は醤歯自 (Rodentia) に

属し、イタチ科とは全くJlIJの分類群である。しかし、リンネ式分類体系の導入以前の東ア

ジア文化圏では、テンやイタチはネズミ科やリス科とともに、「鼠類」に分類されていた

(r本草網目j(李 1993)など)0 r詔J は「詔鼠」とも呼ばれ、また「栗鼠j は F詔」の
別名と解釈される場合もあった。 18世紀の日本の百科事典の『和漢三才図会j(寺島

1906)では、「栗鼠」と「瀦」は、長らく混同されていたが、同類ではあるが別の種類で

はないか、と記載していることから、江戸時代後期の学者に至ってようやくテンとリスは

異質な動物であると認知されたようである。このリスとテン・イタチに対する東アジアの

本草学による分類の根拠は、テン類・リス類ともに、たくみに木に主主り、房状の毛のある

長い尾をもち、どちらも小型毛皮獣として利用されていたためであろう。

またドイツ語満洲語の辞典(WALRA VENS & GIMM 1978)では、テン類を示すドイツ

語Marder(原著の括弧内にはWiselとあるがこれはイタチ科のMustela属を示す言葉であ

る)に対するi荷洲語には2つあり、 1つはjelken(金底)、もう 1つはulfu(栗鼠)である(括

弧内の漢字は原著による)。読者(jellぽ n)は、ロシア語のgornostaj(ropHocTau)、つまりイ

タチ科の小型獣のオコジョ MustelaennInea Linnaeus， 1758のことである(日HHl(HyC

1975-77) (原著では33J1KヨH)。後者 (ulfu，YJlxy)は、ロ、ンア語のbyelka(6eλKa)つまり

リスにあたるとされる(日間l(HyC1975-77)。また、マツテンを表すアラビア語もal-sinj五b

al司asil(表5)、つまり「本当のリスj という意味であり(守)11知子氏によればsmJめ=リ

スはペルシャ語起源)、マツテンはリスを示す単語に修飾語を付加して呼ばれている。ま

た4-2節で述べたように、タイ語では、キエリテンを表す単語はmaa-maaiであるが(表4)、
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この単語はクロオオリスl?atufabicoJorという大型のリスを示す場合もある(冨田 1990)。

クロオオリスは木を登る習性、房のある長い尾を持つ事から (FRANCIS2008)、キエリ

テンと混称、されるのであろう。さらにスラブ諸語のブルガリア語ではムナジロテンを著す

単語はロシア語のリスを示すものと河じbyelka(6eλKa)である(表5)。このようにユー

ラシアのI広範囲の地域で、テン類ないしイタチ科とリス類は混称されたり、向じ分類カテ

ゴリーに入れられる例が見られた。

さて、池上 (1987:107-117)は、ツングース諸語におけるリス類などの動物に対する

単語では、エヴヱンキ語で、はulkii、オロチ語ではolokiと接尾辞にふ11や七がつくことを指

摘し、日本の古語「フルキj との関連を示唆した。そこで、さらに詳しく調べてみると、

ツングース諸語でリス類(ロシア語のbyelka、6eJ1Ka) を表す単語は、以上の他に、エ

ヴェン語で、oliki、uliki、ソロン語でulukhi、ウリチ語ではkholo、ナナイ語ではkhulu、

uluki、khuluks丘、満が11語で、はull王hu、ウテ、へ語でolokhiなどの類似した単語 (uluki類似語

と仮称)が使われている(表的。さらに語頭にkhωが付く例も散見され、これも「フルキJ

の呼称と関連があるかもしれない。

表6 ツングース系高訟でのリスを示す名称. Words for squirrels in Tungusic languages 

言語 languagc ローマ字表記 原典表記 出典a

エヴェンキ語

エヴェン語 Even
ソロン;f-l}Solon 

不ギダーノレ;mNegidnJ 
ナすーィiiftN即日1
ウリチ:mlJlchi 
ウイノレタ(オロツコ)語

じilta(Orok:) 

満州~1~ ?ν11anchuian 
オロチ語 Oroch
ウデへ語lJdeghc

a)醤号は付記のWJJ江リストに対応

Roman character 

ulukii， ulukiikse， 

oliki， uuliki， uliki， ul'ki 
ulukhi 
olokhii， oJukii， elukhki 

khulu， u¥uki， khulukse. khulukhse 
l品。10

kholo， kholu 

uJkhu， ulhu， ulfu 

oloki 
。lokhi

original descr:iption source 

y.，1目、H，y.'1yKllKC3， YλYKHh3 [25] 

O.'1IiKJI， YJ1IKI， yJlIIKll， y.rI'KlI [25] 

y.l!yXH [25J 

OJJOX肌 O，nYK!f， 3.'IYXH [25J 

町 .~y‘ yJlyKII ， XyJlyKC3， xy可 XC3 [25J 

[25] 

XO.~O ， xoλ[25]  

y日 [5，25， 26J 

[25J 

QJlOXII [25J 

一方、日本馬辺の他の言語では、現代中国語ではリス科は松鼠 (songshi:i)と呼ばれ

(SMITH & XIE 2008)、本草学における漢語では、栗鼠 oishu)、髄鼠 (shish込)な

ど(寺島 1906) と呼ばれている。韓国・朝鮮語では、キタリス (SciurusvuJgaris 

Linnaeus， 1758)ないしリス (Sciurussp.)は、韓国(李段在私信)ではcheongseolmo

(守電主、チョンソノレモ)、北朝鮮(喧1968)ではcheongseo(:"<j付、 チョンソ;青虫)と

漢語由来の単語で呼ばれている。古代朝鮮語ではなんと呼ばれていたかは不明である。日

本語の「リス」は漢語の栗鼠(li訪日の音写であり(寺島 1906;木村 1989;吉毘

2001)、はっきりしたヤマト言葉は不明である。キタリスは北海道のアイヌ語では

tusunike、niow、iwottusukur、wるmpeなど、樺太のアイヌ語ではめxseなどと呼ばれる

(知里 1962)。また、モンゴノレ語(ハノレハ語)ではkherem(xヨp3M) と呼ばれている

(Igor' MOROLDOEV私{言)。以上の単語は「フノレキ」との明かな関連はないようである。
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5. まとめ

クロテンが生息、する(した)地域では、クロテンは、アイヌ語ではhoinu類似語、ニブ

ヒ語ではogfrof類似語ないしlumr，朝鮮語で、はdambiなど、モンゴノレ諾諾はbulgan類似語、

ツングース諸語ではsegep類似語、チュノレク諸語はkish類似語、フィン・ウゴノレ諸語では

加kse類似語、その他のシベリア諸民族では多様な単語で、ロシア語ではsobo!' と呼ばれ

ることが多い。またクロテンの生息していない地域でのクロテンの呼称、は、漢語では修飾

語を伴ったdi五o(詔)で呼ばれ、西進したチユノレク諸語ではペノレ、ンャ語起源のsamurあるい

はロシア語のsobo!' を使用している。同じくクロテンの生息しない日本の本土地域では、

クロテンは古代にはフルキ、中世以降は漢語由来の呼称で呼ばれている。ユーラシア西方

では、スラブ地域、北・西ヨーロッパではsobol類似諾が卓越している。アラビア語や、

南スラブ地域、バルカン半島、コーカサス地方の言語ではsamurが用いられる場合が多

い。また、日本(本土地域)においては、ニホンテンとニホンイタチは混称される傾向に

あった。またユーラシア各地において、テン類とりス類が混称される例がいくつか見つ

かった。特に日本の古語のフルキはツングース諸語のリスを示すuluki類似語と似ている

ことは注目に値する。
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本論文についての責任は一切私にある。また北海道立北方民族博物館研究紀要の編集員の

方々には本論執筆立際し数々のご助言をいただいた。以上の方々に厚く御礼申し上げます。

引用文献

池上二良

1987 I北方言語と R本語の古罵(日本語とツングース語の関係の探索)J r月刊言語j
16 : 104四117

上回雄

2004 n勃海国 東アジア古代王国の使者たちj講談社-東京
大舘大皐

2011 東アジアにおけるクロテンの皮衣一特に古代日本の「ふるきのかわぎ?ぬJ の実

像をめぐってj 蓑鳥栄紀編 fアイヌ史を聞いなおす 生態・交流・文化継承J

pp.161-177，勉誠出瓶:東京

大谷恒彦

1981 r現代訳 東韓紀行(原著:間宮林誠H教育社.東京
大塚和義

2003 I北太平洋の先住民交易とその歴史的意義J 大塚和義編『北太平洋の先住民交易

と工芸.1pp.5-16，思文間出版・東京

海保嶺夫

2000 Iアイヌ弐族の交易形態と詔の役割-1696年、蝦夷地に漂著した朝鮮人の史料よ

り 」北海道開拓記念館編『北の文化交流史研究事業研究報告.1pp.255-268，北

海道開拓記念館:札輯

鎌田正・米0.1寅太郎

2002 r新版語林第二版(第2昂IJ).1大修館書届:東京
菊池俊彦

2003 I環オホーツク海のセイウチの牙交易J 大塚和義編『北太平洋の先住民交易と工

芸.1pp.134-138，思文閤出版.東京

木村盛武

1989 r野生の事件簿一北の動物たち』北海道新聞社:札幌
圏史大系編修曾(編)

1966 r新訂増補盟史体系2巻続日本紀j吉)11弘文館.東京
小泉保

1991 rウラル語のはなしi大学書林:東京
88 



北海道立北方民族博物館研究紀要第21号 (2012.3)

小西友七・南出康世

2001 ~ジーニアス英和大辞典J 大修宣言:東京

小松久男(編)

2000 ~中央ユーラシア史J 山)11 出版社・東京

近藤瓶城(編)

1901-02 ~改定史籍集覧. 参考源平盛衰記』近藤出版部-東京

下山晃

2005 ~毛皮と皮革の文明史 世界フロンティアと略奪のシステム』ミネノレヴァ書房.東京

坂本勉

1996 ~トルコ民族主義j 講談社:東京

佐々木史郎

1996 ~北方から来た交易民 絹と毛皮とサンタン人js本放送出版協会:東京
2006 rサンタンとスメレンクルー十九世紀の北方交易民の実像」天野哲也・臼杵勲・菊

池俊彦編『北方世界の交流と変容中世の北東アジアと臼本列島jpp .12-55，山)I[

出版:東京

シャフクノフ， E. V. 

1992 r北東アジア民族の歴史におけるソグド、人の黒詔の道J (鈴木朋美・海保嶺夫訳)

北海道開拓記念館編 ~1992年度 北の歴史・文化交流研究事業. 中間報告j

pp. 93-100，北梅道開拓記念館札幌

白井祥平(監修)

2000‘2005 ~全国方言集覧. 動植物標準和名→方言名検索大辞典 第1期 7期j太平

洋資源開発研究所太平洋資源開発研究所(生物情報社)

高瀬克範

2009 r皮革利用史の研究動向一皮革資源への「複親的」接近のために一Jr日本古代学
(明治大学H1:81-106 

竹内和夫

1996 rトルコ語辞典j(改訂増補販) 大学書林:東京
出村安造・今西春秋・近藤長

1966 r五韓清文鑑翠解J京都大墜文皐部内控アジア研究所:京都
知里真志保

1962 r分類アイヌ語辞典(第2券 動物篇)j日本常民文化研究所:東京
寺島良安

1906 r和漢三才図会j(復刻版)吉川弘文館.東京
出利葉浩司

2002 r近世末期におけるアイヌの毛皮獣狩猟活動について」佐々木史郎編 f開かれた

89 



大館大暴 ユーラシアの諮言語におけるクロテンおよひ関連磁の呼称リスト

系としての狩猟採集社会Jlpp.97-163，国立民族学博物館:大阪

冨出竹二郎

1990 rタイ日辞典.改定版J養徳社・天理
新村出(編)

1998 r広辞苑第五版』岩波書庖:東京
西村三郎

2003 r毛皮と人間の歴史』紀伊闇屋書庖・東京
日本古代ロシア研究会(註訳)

1987 rロシア涼初年代記J名古屋大学出版会.名古屋
i案国耕策

2000 r激海国興亡史j古川弘文館:東京
藤東明保・松本昭・竹田晃

1993 r漢字源 ars漢字版)Jl学習研究社:東京
正宗敦夫(編)

1928 r重訂本草網目啓蒙Jl (日本古典会集)臼本古典全集刊行舎.東京
1933 r本朝食鑑Jl(日本古典全集)日本古典全集刊行舎・東京
1954 r倭名類家紗Jl (複製版)笠間書房:東京
蓑島栄紀

2005 r平安期貴族社会とサハリンのクロテンJr北方島文化研究Jl3:35-48 
2006 r史料からみた鞍輯.i勃海・女棄と日本列島」天野哲也・臼杵勲・菊池俊彦編

『北方世界の交流と変容ー中世の北東アジアと日本列島Jlpp.76-99，山川出瓶:

東京

森安孝夫

2007 rシルクロードと唐帝国』講談社.東京
譲雅夫

1976 r古代遊牧帝国』中公新書.東京
吉田金彦

2001 r語源辞典動物篇』東京堂出版ー東京
李時珍(編)

1993 r本草綱目Jl (復刻版)科学技術出版社・上海、中華人民共和国
笹幸子(元洪九)

1968 r乏z1召会千千ス.](朝鮮の晴乳類)Jl斗雪喧量苦斗(科学院出版社) 北島(平壌)、
朝鮮民主主義人民共和国

DROSDOWSKI， G. 

1989 Duden. Das Herkunftsworterbuch der deutschen Sprache. Etymologie der 

90 



北海道立北方氏族博物館研究紀主主 第21号 (2012.3)

deutchen Sprache: Dudenverlag 

FRANCIS， C. M. 

2008 A Guide to the Mammals of Southeast Asia. Princeton University Press: 

Princeton 

HEPTNER， V. G.， NAUMOV， N. P .， YURGENSON， P. B .， SLUDSKII， A. A . ， 

CHIRKOVA， A.F.， BANNIKOV， A.G. 

2002 Mammals of the Soviet Union. Vol. 2. Carnivora (U匂asels;Additonal 

Species) (Russian original paper was published in 1967). Scientific Publishers: 

Enfield， NH， USA 

KOEPFLI， K.， DEERE， K. A.， SLATER， G. J.， BEGG， C.， B五GG，K.， 

GRASSMAN， L.， LUCHERINI， M.， VERON， G.， WAYNE， R. K. 

2008 Multigene Phylogeny of the Mustelidae: Resolving Relationships， Tempo and 

Biogeographic History of a Mammalian Adaptive Radiation. BMC Biology 6: 

doi:1O.1186/1741-7007-6-10. PMID 18275614. PMC 2276185 

OHDACHI， S. D.， ISHIBASHI， Y.， IWASA， M. A.， SAITOH， T. (eds.) 

2010 The Wild Mammals of Japan. 2nd printing. Shoukadoh: Kyoto 

SATO， T.， AMANO， T. ， ONO， H.， ISHIDA， H.， KODERA， H.， MATSUMURA， 

H.， YONEDA， M.， MASUDA， R. 

2007 Origins and Genetic Features of the Okhotsk People， Revealed by Ancient 

Mitochondrial DNA Analysis， Journal of Human Genetics 52・618-627

SATO， T.， AMANO， T.， ONO， H.， KODERA， H.， MATSUMURA， H.， YONEDA， 

孔1.，MASUDA， R. 

2009 Mitochondrial DNA Haplogrouping of the Okhotsk People Based on Analysis 

of Ancient DNA: an Intermediate of Gene Flow from the Continental Sakhalin 

People to the Ainu. Anthropological Science 117:171-180 

SHAVKUNOV， E. V. 

1991 New Data Pertinent to Commercial and Busin巴ssIntercouse be同TeenPeoples 

of Middle Asia and Peoples of Primorye Area along the Sable Road during 

the Twelfth Century and the First Third of the Thirteenth Century.北海道開

拓記念館編 n991年度北の歴史・文化交流研究事業 中間報告.ipp.51姐55，北海

道開拓記念館:札幌

SMITH， A. T.， XIE， Y. (eds.) 

2008 A Guide to the Mammals of China. Princeton University Press: Princeton 

TSUMAGARI， T. 

2010 Long journey of walrus: a linguistic survey. lournal of the Center for 

91 



大館大等生 ユーラシアの言者言認におけるクロテンおよび関連種の呼称リスト

Northern Humanities 3:45-57 

WALRAVENS， H.， GIMM， M. 

1978 Deutsch-MandJ urisches MI怯 terverzeichnis:(nach H. C. von d. Gabelentz' 

mand 5 chu-deutschem WOlτε.rbuch). Stein巴r:Wiesbade 

ZENKER， J. T. 

1979 Turkisch-arabisch-persisches Handwりrterbuch. 2. Nachdruckauflage. G. Olms: 

Hildesheim， West Germany 

UI1HUI1YC， B. Vl. 

1975-77 CpaBHHTeJIbHblH CJIOBapb TYHryco-MaHb'-{)KYPCKHX Jl3blKOB MaTepHaJIbl l{ 

3THMOJIOrH町 CKOMYCJIOBapJo. HaYKa: JIeHI1HrpaJ¥ (Leningrad)， CCCP (USSR) 

付記:表1-6の文献番号と出典(表での出現)1慎)

l 李時珍(編) 1993 r本草網目.1 (復刻版) 科学技
令指出版社ー上海、中毒芸人民共和国

2. Ohdachi， S. D.， Ishibashi， Y.， Iwasa， M. A 

Saitoh T. (edition) 2010 The Wild Mammals of 

Japan. 2nd printing. Shoukadoh: Kyoto 

3. Smith， A. T.， Xie， Y. (edition) 2008 A Guide 

to the Mammals of China. Princeton Universitv 

Press: Princeton 

4. Gongga (貢畷) ('10 [主1.ii!f綴大学農学院動科院)私
イ言 (中国・ 2雲南大学生物資源保護与利用重点実験
室高建君博士を通じて)

5 田村'I!f造・今西春秋・近隊長 1966 r玉総務文鐙諜
解j 京都大皐文芸昇音[i内陸アジア研究所 京都

6. i原順(正宗敦夫編纂校訂) 1954 r倭名類衆紗j(複
製版).2空間若手E耳 東京

7.海保嶺夫 2000 アイヌ民族の交易形態と認の役割

一1696年、蝦実地に漂着した朝鮮人の史料より j 北海

道開拓記念館繍『北の文化交流史研究事業研究報告，

1'1'. 255-268 北海道開拓記念館， i工jJlJ市

8 新村出(編D 2002 r広辞苑j(第五版) 岩波書
成東京

9. B本漢字教育振興会(編) 1997 r漢検閲字熟語辞
典j(第一版) 日本漢字能力検定協会ー 東京

10.小野磁山CiE宗敦夫編纂校訂) 1928 r重訂本草綱
自啓蒙j(日本古典全集，第3期) 日本古典全集

刊行舎東京

11 民衆書林編輯局 1997 f<;司週土日韓・韓日辞典

(主君!版)j 民衆書林 λ?会(ソウノレ)、大韓民国
12 韓国のサイト http://www.animalpicturesa詑hive.com/

animal/SearchName. cgi?qt=art 

13. Lee， Woo Shin 李字新) 私信

14 喧苓子(元洪九、 WonH.K.11968f主任召す存スH

(朝鮮の晴乳類)斗苛唱を号λト(科学院出版社)

工宮守(平壌)、報鮮民主主義人民共和国

92 

15 北朝鮮の動物のウエブサイト

http://www.animalpicturesarchive 

com/view. phpフtid=3&did=I7783&langニkr

16.矢口盟主主志保 1962 r分類アイヌ誇辞典j(第2巻動
物篇)日本市'民文化研究所:東京

17.萱野茂 2002r萱聖子茂のアイヌ語辞典j三省堂ー東京
18.出利葉浩司 2002 r近ut末期におけるアイヌの毛皮
獣狩猟j舌動についてJ 依々木史郎編『信号かれた系と

しての狩猟採集社会j， pp. 97-163頭立民族学博

物館大阪

19. CTapocTIlH C.A. 1982 f1pHellHceucKa冗 PeKOHCTPYKUHH

H BlIe山I1HeCBH3H EHHceikKHX )l3bTKOB (Yenise】

language). In AJleKCeeHKO E.A. fOXMaH 1-1.1-1. I-1Bm/OB 

B. B. and TorropoB B.H. (eds) KCTCKHI! C60PIIIH( 

AHTpOnOJIOrmr， 3T!lorpa中H51，MH中OJlOrJHI，J1HHfBHCT!Il{3 

(Studia Ketica. Physikal Antropology， Etnography， 

Mythology， Linguistics)， pp. 144-237. Hay<<a 

(Nauka)， JleHl1Hrpall (Leningrad)， USSR 

20.東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所.

ウェブサイト，北東ユーラシアの言語文化

(http://www.ling-atlas.jp/) 

21 高橋盛孝 1942r様太ギリヤク諮j朝日新開社 大波
22 中間覚 1917 rニクブン文:典j 三省堂東京
23. Case.nbeBa， B. 1-1.， TaKcaMH， LI. M. 1970 HHsXCKO-

PYCCKH}J C.noBaph: CBblWC 13000 CJlOB (Nivhl乞

Russian dictionary). l-I3)I.*BO "CoBeTCKa5I 3HUHKJlO 

πeIlIlB": MOCKBa (Moscow)， USSR 

24. TaBpoBcKHii，自.A.1971 MJleKOflHTaIOU¥He HKYTHH 

(Mammals in Yakutia). HaYKa: Moclma (Moscow)， 

USSR 

25. UれH只抗yc，B.l-1. 1975-1977 CpaBlIHTCJlbHbli1 CJlOBapb 

TYHryco-MaI-IblDKYPCKIlX月3bIKOB MaTepH3JIbl l{ 

JTHMo，'0rHQeCKOMY ClOBapJO. HaYKa (Nauka) 

JlemUlrpall (Leningrad)， USSR 



26. Walravens， H.， Gimm， M. 1978 Deutsch-Mandj 

urisches明治rterverzeichnis (nach H. C. von d. 

Gabelentz' mandschu-deutschem Worterbuch). 

Steiner: Wiesbade， West Germany 

27. I'HP中aHoBa，A.X. 2001 C.noBapb Y且3re註CKoro

日3b'Ka(Dictionary of Udege Language). HaYKa 

CaHKT DeTep6ypr (Sankt Peterburg)， Russia 

28 小沢主主男(編) 1994 r現代モンゴル諾辞典.i (改訂
場裕版) 大学書林東京

29.モンゴ/レ語版Wikipedia.http://mn.wikipedia .org/wiki/ 

30. Moroldoev， Igor'私信

31 サハ諾版Wikipedia.http://sah.wikipedia . org/wiki/ 

32. Sheftel， Boris手1，1言
33. Clauson， G.， Sir 1972 An Etymological 

Dictionary of Pre-thirteenth-century Turkish 

Clarendon Press: Oxford 

34 チュパシ穏版Wikipedia. http://cv. 、~ikipedia.org/wiki/ 

35. Zenker， J. T. 1979 Turkisch-arabischゐpersisches

Handworterbuch. 2. Nachdruckauflage. G 

Olms: Hildesheim， West Germany 

36 竹内和夫 1996 rトルコ語辞典.1 (改訂増補綴) 大
学書林東京

37 トルコ語版Wikipedia.http://tr . wikipedia. org八Niki/

38.ウイグル語版Wikipedia.http://ug.wikipedia . org/wiki/ 

39. Jlo6a可eB，10. C.， A中aI!3Cbes10. r. 1982 C060Jlb 
Martes zibcl!ina. In I'so31¥eB E. B.， CTpaYTMaH E 

1-1. (eds.) MJleKOnl1TalOUIHe Ka3aXCTaHa. TOM 3， 

四 CTb2. XH山Hble(KYHbH， KO山間bH)(Mammals of 

Kazakhstan. Carinivores)， pp. 101-119. HaYKa， 

A，"!3-ATa (Ahna-Ata)， USSR 

40 小泉保 1991 fウラル誇のはなしj大学書林東京
41. Mattus， Ihnari私{言(水本秀明氏を介して)

42 フィンランド誇)坂Wikipedia.http://fi . wikipedia. org/ wiki/ 

43 コミ語版Wikipedia.http://kv . wikipedia. org/ wiki/ 

4'1.マジャール誇版Wikipedia.http://hu‘wikipedia. org/ wiki/ 

45. Elias， E. A.， Elias E. E. 1983 Elias' Modem 

dictionary English-Arabic. 26th edition. Elias' 

孔10dernPublishing House: Cairo， Egypt 

46. ヒンディ一英語のウェッブ稼苦手

http://dict.hinkhoj .com/ sha bdkosh. php?lang=en&word=sa ble 

47.ジャーレ・アーノレズガーノレ，アフマド・タップァソ

リー 1997 rパフラヴィ一語その文学と文法 j山
内和枝訳 シルクロード研究所鎌倉

48. Dehkoda， Alikbar 1998 Loghatname (Encyclopedic 

Dictiona巧r)(n Persian). Tehran University 

PU blication: Tehran， Iran 

49.ベノレシャ語版Wikipedia.http://fa. wikipedia.org/wiki/ 

50.主早朝刊恒男 1993 rペル、ンャ語辞典.1 (第3版)大学
書:林.東京

51 グルジア諾版Wikipedia.http://ka . wikipedia. org/wiki/ 

52.ギリシヤ語版Wiktionary.http://el.wiktionary . org/wiki/ 

北海道交北方民族博物館研究紀要第21号 (2012.3)

53.木村彰ーほか編 1975 rロシア諾辞典.1 (1991年第l
版13昂1]) 簿友社東京

54.藤巻絡草案 2008 r鳥類・ 11甫乳類ロシア語辞典j極東
鳥類研究会ー帯広

55.ウクライナ語版Wikipedia.http://uk.wikiped回 org/wiki/

56 ポーランド語版Wikipedia.http://pl. wikipedia.org/wiki/ 

57. Pavelka， Jaroslav私信 (Instituteof Entomology， 

Cesk己Bud邑:jovice，Czech Republic) 

58. ATanacosa， T. 1983 6'b，nrapCKO-AHf.nHlicKH pe'lHHK 

(Bulgarian English Dictionary). 2nd edition. HaYKa 

11 H3KYCTBO: Co申H(Sofia)， Bulgaria 

59. フツレガリア語版Wikipedia.http://bg . wikipedia. org/wiki/ 

60. Benson， M. 1971 SerboCroatian忍nglish

Dictionary. University of Pennsylvania Press: 

Philadelphia 

61.セノレどア語版Wikipedia.http://sr.wikipedia . org/sr/ 

62 クロアチア語版Wikipedia.http://hr . wikipedia. org/wiki/ 

63. ラトどア語版Wikipedia.http://lv . wikipedia. org/wiki/ 

64. リトアニア語版Wikipedia.http://lt . wikipediιorg/wiki/ 

65.スウェーデン語版Wikipedia.http://sv.wikipedia . org/wiki/ 

66.テ、ンマーク語版、N'ikipedia.http://da.wikipedia . org/wiki/ 

67. ノルウェイ語版Wikipedia.http://no. wikipedia.org/wiki/ 

68.アイスランド語版Wikipedia.http://is. wikipedia.org/wiki/ 

69.相良守峯 1982 flI'lim虫干日辞典.j (第21刷) 博友
社東京

70 ドイツ語版Wikipedia.http://de.wikipedia . org/ wiki/ 

71 オランダ語版Wikipedia.http://nl. wikipedia. org/wiki/ 

72. Oxford English Dietionary Online版 http://www.oed.com/

73 小西友七・南出康世 2001 rジーニアス英和大辞
典』大修館東京

74.英語版Wikipediιhttp://en.wikipedia.org/wil口/

75.イクリア語版Wikipedia.http://it . wikipedia. org/ wiki/ 

76.フランス語版Wikipedia.http://fr. wikipedia.org/wiki/ 

77.回村毅ほか編 1989 rロワイヤル仏和辞典j(重版)
日王文社 東京

78.スペイン諾版Wikipedia.http://es.wikipedia.org/wiki/ 

79 カタルーニャ語版Wikipedia.http://ea. wikipedia.org/wiki/ 

80 ホ。ルトガル語版Wikipedia.http://pt. wikipedia.org/wiki/ 

81.ブ、ルトン誘版Wikipedia.http://br . wikipedia. org/wiki/ 

82. 中E言語版Wikipedia.http://zh. wil日pedia. org/ zh/ 

83 広東語版Wikipedia.http://zh-yue.wikipedia.org/wiki/ 

84 彰基泰・鐙祥清 (綴) 2005 r四川省甘孜蔵族自
治州n荷乳類野外識別保護手間j 129川科学技術出版

社成都、中華人民共和国

85. Wangchuk， T.， Thinley P.， Tshering， K.， 

Tshering， C‘， Y onten， D. 2004 A Field Guide 

to the Mammals of Bhutan. Bhutan Trust 

Fundfor Environmental Conservation: Thimpu， 

Bhutan 

86. Menon， V. 2009 Mammals of India. Princeton 

University Press: Prillceton 

93 



大吉宮大学 ユーラシアの諸言語におけるクロテンおよび関連援の呼称リスト

87‘Duengkae， P. 1998 Wild lvIammals in Thailand 102.イランの動物についてのサイト

(in English and Thai). Office 01 Environmental http://mohit-m . blogfa. com/post-58. aspx 

Policy and Planning: Bangkok， Thailand 103. Firouz， E. 2005 The Complete Fauna 01 [ral1. 

88 タイ諮り仮Wikipedia.http://th.wikipedia.org/wiki/ I.B. Tauris: New York 

89 富田竹二郎 1990 rタイ日辞典.1 (改定版)義徳 104 松永絞粥 1995 rフツレガリア語辞典J大学書林
十土天涯 東京

90.ベトナム語版Wikipedia.http://vi.wikipedia . org/wiki/ 105.サモギティア誇版Wikipedia

91. Pangrango国立公園のサイトインドネシア・ http://bat-smg . wikipedia. org/wil日/

lvIount Gede. 106 ザーターフヲジア語版Wil口pedia

http://www.dephut. go. id/INFORMAS!/TN%20 http://stq.wikipedia.org/wil口/

[NDO-ENGLlSH/tn_gedepangrango. htm 107 スコットランド言台比反Wikipeclia

92. Shukor (Faculty of Science and Technology， http://sco. wikiped旧 .org/wiki/

Universiti Kebangsaan， Malaysia)私信(佐々木j告 108 ベネチア語版Wikipedia.http://vec . wikipedia .org/wiki/ 

氏を介して 109.ガリシア語版Wikipedia.http://gl.wikipedia . org/ wiki/ 

93.韓関のweb動物辞典 110.アラゴン諾版Wikipedia.h仕p:// an. wikipedia. org/wiki/ 

http://www.animald.com/list. php?ps=15&p=2865 111. ?ン島語版Wikipedia.http://gv.wikipedia . org/wiki/ 

94. ABPOPHH， B.A， JJe6eileileRa， E.n. 1978 OpoミICKue 112.ウエーlレズ語版Wikipedia.h仕p:// cy.wikipedia.org/wiki/ 

TeKCTbl H C.̂OBapb. HHaYKa: JJellHllrpail 113. Hatt， R. T. 1959 The mammals 01 1ra弓・

(Leningrad)， USSR University of lvIichigan lVI useum of Zoology， 

95. Sl官邸tha，T. K. 1997 lvIammals of Nepal: with lvIiscellaneous Publications 106:1-113 

Reference to Those 01 1ndia， Banglaclesh， 114 ヨルダンの野生動物保護の法律のサイト http:// 

Bhutan and Pakistan. Steven Simpson Natural www .lob. gov・jo/ui/bylaws/ search_no .jsp?no= 

History Books， Kathmandn， Nepal 43&year=2008 

96. Mitchell-Jones A. J.， Amori G. ， Bogclanowicz 115. ヒンディ一語のonline辞書1http://hi . w3 

W. ， Krystufek B.， Reijnclers P. J. H.， dictionary.org/index.ph〆q=martes%20foina
Spitzenberger F.， Stubbe lvI.， Thissen J. B. 116. ヒンディー諸のonline辞書2h仕1':/ / clict . hinkhoj 

如上， Vohra!?k V. and Zima J. 1992 The Atlas com九habdkosh・php?lang=en&word=marten

01 European lvIammals. Academic Press， San 117 箇フリジア語版Wikipedia.http://ly . wikipedia. org/wiki/ 

Diego 118.リグリア語版Wikipedia.http://lij . wikipedia. org/wiki/ 

97 カザフ語版Wikipedia.http://kk . wikipedia. org/w / 119 ワロン語版Wikipedia.http://wa . wikipedia. org/叩ki/

98. Siivonen， L.， Sulkava， S. 1994 Pohjolan nisakkaat. 

Otavan Kujapaino Oy: Helsinki， Finland 

99 エノレジャ語版可~Tikipedia. http://myv . wikipedia.org/wiki/ 

100 パスク語版Wikipedia.http://eu.wikipedi 

94 


